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青
谷
上
寺
地

遺
跡
展
示
館

は
、
青
谷
上
寺

地
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
新
発
見

が
相
次
ぐ
中
、

出
土
し
た
遺
物

を
青
谷
で
見
た

い
と
い
う
市
民
の
声
に
後
押
し
さ

れ
て
、
本
格
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
仮

設
施
設
と
し
て
平
成
13
年
８
月
に

開
館
し
ま
し
た
。
以
降
、
青
谷
上

寺
地
遺
跡
の
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
と
し
て
県
内
外
の
人
に
親
し
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
に
24
万
人
を
超
え

る
来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
遺
跡
は
極
め
て
重
要
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
３
月
に

国
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
秀

麗
な
出
土
遺

物
は
令
和
元

年
７
月
に
国

重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
に
県
立
青
谷
か

み
じ
ち
史
跡
公
園
の
一
部
と
国
重

要
文
化
財
の
展
示
室
や
体
験
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
が
完
成
し
、
役
割
を
新
た
な
施

設
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
か

ら
、
11
月
23
日
を
も
っ
て
閉
館
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
県
立
青
谷
か
み
じ
ち
史
跡

公
園
の
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
展
示
館
を
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
と
し
て
青
谷
か
み
じ
ち

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
展
示
館
で
は
閉
館
日
ま

で
多
く
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
ミ
ニ

講
演
会
を
開
催
し
、
最
後
ま
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
に
見
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

青谷上寺地遺跡展示館 青谷上寺地遺跡展示館 11月23日閉館11月23日閉館

ありがとうございましたありがとうございました

青谷上寺地遺跡展示館青谷上寺地遺跡展示館
入 館 料　入 館 料　無料無料
開館時間　開館時間　99::00 〜 1700 〜 17::00  00  ※最終入館※最終入館 1616::3030
休 館 日　休 館 日　11 月 6・13・20 日（月）11 月 6・13・20 日（月）
ミニ講演会ミニ講演会 青谷上寺地遺跡の思い出 青谷上寺地遺跡の思い出
と　き　と　き　11 月 18 日（土）1411 月 18 日（土）14::00~1500~15::0000
講　師　講　師　井井

いのいの

上上
うえうえ

貴貴
たかたか

央央
おお

さん（鳥取大学名誉教授）さん（鳥取大学名誉教授）
参加費　参加費　無料　※予約不要無料　※予約不要

閉館式典閉館式典
と　き	と　き	 11月23日（木・祝）1611月23日（木・祝）16::50 ～50 ～
ところ	ところ	 青谷上寺地遺跡展示館ロビー青谷上寺地遺跡展示館ロビー
青谷かみじちフェスタ青谷かみじちフェスタ
と　き	と　き	 11月23日（木・祝）1011月23日（木・祝）10::00 ～1500 ～15::0000
内　容	内　容	 「青谷上寺朗」のそっくりさん「青谷上寺朗」のそっくりさん

が再びやってくる他、飲食・物が再びやってくる他、飲食・物
販、弥生人体験コーナー、展示・販、弥生人体験コーナー、展示・
見学コーナーなど見学コーナーなど

問い合わせ先　本庁舎文化財課（58 番窓口）   0857-30-8421   0857-20-3954

写真提供：鳥取県とっとり弥生の王国推進課

お待ちしています!お待ちしています!

写真提供：鳥取県とっとり弥生の王国推進課

人権尊重都市鳥取市の実現をめざして

問 本庁舎人権推進課（43 番窓口）	人権推進課（43 番窓口）	  08570857--3030--8071	8071	  0857 0857--2020--39453945
問 本庁舎男女共同参画課 （43 番窓口）	男女共同参画課 （43 番窓口）	  08570857--3030--8076	8076	  0857 0857--2020-3945-3945

ネット社会における「デジタル性暴力」を防ぐために
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デ
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、
例

え
ば
、「
同
意
を
し
て
い
な
い

え
ば
、「
同
意
を
し
て
い
な
い

の
に
、
性
的
な
写
真
や
動
画
を

の
に
、
性
的
な
写
真
や
動
画
を

撮
影
さ
れ
た
」「
撮
影
さ
れ
た

撮
影
さ
れ
た
」「
撮
影
さ
れ
た

性
的
な
写
真
や
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

性
的
な
写
真
や
動
画
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で
拡
散
し

や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で
拡
散
し

て
い
る
」
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
機

て
い
る
」
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
な
ど
を
用
い
た
性
暴
力
被
害

器
な
ど
を
用
い
た
性
暴
力
被
害

の
こ
と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

の
こ
と
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
写

ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
写

真
や
動
画
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

真
や
動
画
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
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ョ
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ケ
ー
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身
近
に
な
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に

と
も
な
っ
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深
刻
化
し
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い
ま

と
も
な
っ
て
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
誰
も

す
。
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
誰
も

が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

り
得
る
問
題
な
の
で
す
。

り
得
る
問
題
な
の
で
す
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写
真
や
動
画
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
簡

ル
デ
ー
タ
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
簡

単
に
投
稿
で
き
、
拡
散
さ
れ
る

単
に
投
稿
で
き
、
拡
散
さ
れ
る

と
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
が
困

と
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

難
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力

　
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力

の
被
害
に
遭
う
と
、
誰
か
に
自
分

の
被
害
に
遭
う
と
、
誰
か
に
自
分

の
性
的
な
写
真
や
動
画
を
見
ら
れ

の
性
的
な
写
真
や
動
画
を
見
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
感
や
恐
怖
感
が
つ
き
ま
と
い
ま

安
感
や
恐
怖
感
が
つ
き
ま
と
い
ま

す
。
仮
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
か

す
。
仮
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
見
つ
か

ら
な
く
て
も
不
安
を
ぬ
ぐ
い
き
る

ら
な
く
て
も
不
安
を
ぬ
ぐ
い
き
る

こ
と
が
で
き
ず
、
毎
日
の
よ
う
に

こ
と
が
で
き
ず
、
毎
日
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
し
ま
う
な

ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
し
ま
う
な

ど
、
実
生
活
に
影
響
が
出
て
、
心

ど
、
実
生
活
に
影
響
が
出
て
、
心

の
ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

の
ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
起
こ
る
の
か

ど
う
し
て
起
こ
る
の
か

　
ネ
ッ
ト
上
で
は
面
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の
な
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相

　
ネ
ッ
ト
上
で
は
面
識
の
な
い
相

手
と
簡
単
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

手
と
簡
単
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
初
対
面
で
も
親
身
に

き
ま
す
。
初
対
面
で
も
親
身
に

な
っ
て
相
談
を
聞
い
て
も
ら
う
と

な
っ
て
相
談
を
聞
い
て
も
ら
う
と

信
頼
し
て
し
ま
い
、
少
し
い
や
だ

信
頼
し
て
し
ま
い
、
少
し
い
や
だ

と
思
っ
て
も
、
相
手
に
要
求
さ
れ

と
思
っ
て
も
、
相
手
に
要
求
さ
れ

る
ま
ま
画
像
を
送
っ
て
し
ま
い
被

る
ま
ま
画
像
を
送
っ
て
し
ま
い
被

害
に
遭
い
ま
す
。
ま
た
交
際
相
手

害
に
遭
い
ま
す
。
ま
た
交
際
相
手

な
ど
信
用
す
る
身
近
な
人
間
か
ら

な
ど
信
用
す
る
身
近
な
人
間
か
ら

撮
影
を
要
求
さ
れ
嫌
々
で
も
応
じ

撮
影
を
要
求
さ
れ
嫌
々
で
も
応
じ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま

す
。
加
害
者
は
、
被
害
者
が
断
り

す
。
加
害
者
は
、
被
害
者
が
断
り

に
く
い
状
況
を
作
っ
て
い
く
の
で

に
く
い
状
況
を
作
っ
て
い
く
の
で

す
。
す
。大

切
に
し
た
い
考
え
方

大
切
に
し
た
い
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え
方

　
私
た
ち
は
、
成
長
す
る
と
と
も

　
私
た
ち
は
、
成
長
す
る
と
と
も

に
自
分
と
他
人
と
の
境
界
線
が

に
自
分
と
他
人
と
の
境
界
線
が

徐
々
に
形
成
さ
れ
、
境
界
線
を
越

徐
々
に
形
成
さ
れ
、
境
界
線
を
越

え
て
自
分
を
脅
か
し
て
く
る
も
の

え
て
自
分
を
脅
か
し
て
く
る
も
の

を
し
っ
か
り
と
拒
む
こ
と
が
で
き

を
し
っ
か
り
と
拒
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の

う
ち
は
、
他
人
と
の
距
離
感
が
近

う
ち
は
、
他
人
と
の
距
離
感
が
近

く
な
り
や
す
く
、
さ
ら
に
、
実
際

く
な
り
や
す
く
、
さ
ら
に
、
実
際

に
接
す
る
こ
と
が
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

に
接
す
る
こ
と
が
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
、境
界
線
が
曖
昧
に
な
り
ま
す
。

は
、境
界
線
が
曖
昧
に
な
り
ま
す
。

　
健
全
な
人
間
関
係
を
保
つ
た
め

　
健
全
な
人
間
関
係
を
保
つ
た
め

に
は
、
心
や
身
体
に
お
け
る
自
分

に
は
、
心
や
身
体
に
お
け
る
自
分

と
他
人
と
の
境
界
線
（
バ
ウ
ン
ダ

と
他
人
と
の
境
界
線
（
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
）
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切

リ
ー
）
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

で
す
。
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・
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暴
力
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絶
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・
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絶
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向
け
向
け
てて

　
本
市
で
は
、
毎
年
「
女
性
に
対

　
本
市
で
は
、
毎
年
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

に
合
わ
せ
、
暴
力
根
絶
の
シ
ン
ボ

に
合
わ
せ
、
暴
力
根
絶
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち

ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち

な
ん
で
、
市
内
数
か
所
を
紫
色
に

な
ん
で
、
市
内
数
か
所
を
紫
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る「
パ
ー
プ
ル
・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る「
パ
ー
プ
ル
・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
や
、
男
女
共
同

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
や
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
や
中
央
図
書
館
な

参
画
セ
ン
タ
ー
や
中
央
図
書
館
な

ど
で
の
啓
発
展
示
を
行
っ
て
い
ま

ど
で
の
啓
発
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
性
別
な
ど
を
問
わ
ず
、
性
暴

す
。
性
別
な
ど
を
問
わ
ず
、
性
暴

力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、
国
が
提
唱
す
る
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。
今
回
は
、
近
年
若
い
世
代

を
中
心
に
被
害
が
増
え
て
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

Vol.449

性暴力被害者支援センター
「クローバーとっとり」

・県内専用無料ダイヤル
　0120-946-328
・全国共通短縮ダイヤル
　#8891

最寄りの支援センターに繋がります。
啓発展示︎
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